
林産物加工施設における改善措置の内容及び進捗状況 

 
１．当初計画 
 ＜概要＞ 
（１）実施年度   平成３０年度（令和元年度繰越） 
（２）事業名    木質バイオマス利用施設整備事業 
（３）施設概要   木質バイオマス供給施設 
（４）事業目的 

木質チップの製造施設を整備することにより、豊富な森林資源の有効活用や
地域内の雇用機会の創出を図り、地域の活性化につなげる。 
また木質チップ等の原料となる林地残材を搬出して活用し、森林整備を進め

ることにより災害に強い山林づくりを進める。 
（５）事業目標 
   表１ 計画当初における年度別事業目標 

  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 
目標年度 

木質チップ販売量（㎥） 2,322 2,709 3,096 3,483 3,870 
施設の効率性（㎥/千円） 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 
※施設の効率性：木質チップ販売量㎥/事業計画時の事業費 42,741 千円 

 
＜令和２年度事業実績＞ 

（１）木質チップ販売量    ４１２㎥    （達成率 １８％） 
（２）施設の効率性      ０.０１㎥/千円 （達成率 １７％） 
 
２．事業目標の達成率が低位となった要因分析 
（１）貯木場の不足 

当初計画時に借りる予定であった貯木場 1カ所（１,０００㎡、原木約１,２０
０㎥分）について、事業開始直前になって賃貸の金額が折り合わず、所有者の都
合により断られたため、他の貯木場として使用できる土地を探して交渉したが、
結局借りることができなかった。 
そのため、貯木場は施設の空きスペース（５０㎡、原木約７５㎥分）のみとな

り、木材が多く伐出される時期に必要量を買い貯めることができなかった。 
結果として、予定していた受入量２,３２２㎥に対して５６２.５㎥（約２割）

の実績となった。 
 
表２ 年度別原木調達量の当初計画と実績 

 
 
 
 
 

（２）人材（人員・経験等）の不足 
当初計画では、木質チップの製造について、チッパーへの木材の投入という単

純作業を想定していたが、実際には直径１５㎝以上の原木は曲がりや枝部分の凸
凹で詰まってしまうため帯鋸で１５㎝以下に細断しチッパーに投入しなければ
ならず、製材が必要であることが判明した。 
事業開始までに帯鋸を購入し機材は事業開始に間に合ったが、施設の運営にあ

たり雇用した２名の従業員は製材業務の未経験者であったため、技術等の不足に
より稼働後直ぐに業務に対応できなかった。 
また、メーカーによるとチッパーの最大処理能力としては直径２２㎝の原木を

１時間で５㎥（原木ベース）チップ製造できるが、前述の理由により原木の細断
に時間を要し、１日の処理量が１０㎥、施設の効率性が０.０１と低位となった。 

 

 
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

目標年度 
当初計画（㎥） 2,322   2,709 3,096   3,483  3,870 
実績（㎥） 562.50  350.00 - - - 



３．経営改善計画 
木質チップ販売量や施設の効率性の向上を図るために、生産体制の効率化を目指し、

貯木場の確保、製造ラインの改善や勤務体制、原木の安定調達を計画的に実施する。 
 

表３ 改善措置後の年度別計画量 

 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 
Ｒ８ 

目標年度 
木質チップ販売量（㎥） 1,812 2,263 2,710 3,200 3,870 
施設の効率性（㎥/千円） 0.05 0.06 0.07 0.08 0.10 

※施設の効率性：木質チップ販売量㎥/事業完了時の事業費 39,999 千円 
 
４．取り組み内容 
（１）貯木場の増設 

森林の伐採時期に必要な原木を購入するために、当施設の周辺で新たに１,６
００㎡の広さで、約１,８００㎥の貯木可能な用地を確保する予定（Ｒ４.４月）。
このことにより現在使用している貯木場７５㎥と合わせて約１,８７５㎥の貯木
場を確保することで、伐採時期に影響されることなく年間を通じて安定した木質
チップの生産を行う。 

（２）人材の育成等 
ＯＪＴ研修により技術向上に務めており、さらに技術・安全講習を定期的に実

施し、従業員のスキルアップを図る。また、施設の稼働率を上げるためにシフト
の変更を行い、チップの搬出のための運転手を一部外部委託する。さらなる生産
量の増加については新規に従業員を雇用することで対応する。 

（３）原木調達の強化 
Ｒ３に起こったウッドショックによってＲ２時点より原木調達が非常に厳し

くなっているため、原木調達を強化し、確実に原木を購入することができるよう
取り組む。 
さらに国有林の整備により搬出される間伐材の受け入れを関係機関に働きか

ける。 
また、林業振興事業効果による木材搬出の増加を見込む。 

（４）収支について 
本事業は地域振興を目的として森林整備や雇用の創出等に寄与するものであ

り、利益の追求を目的としていないことから必然的に経営は厳しい。 
燃料価格の高騰により光熱費や、輸送にかかる燃料費が増大することから、今

後徐々に販売価格の改定を行いたい。 
先ずは令和５年度に木質チップ１ｔあたりの販売価格１００円の値上げを検

討する。 
 
５．達成状況 
 

表４ 施設の利用状況 

 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 
Ｒ８ 

目標年度 備考 

木質チップ販売量（㎥） 1,812 
2,015 
111％ 

2,263 2,710 3,200 3,870 上段:改善計画値 

中段:実績 

下段:達成率 
施設の効率性（㎥/千円） 0.05 

0.05 
101％ 

0.06 0.07 0.08 0.10 上段:改善計画値 

中段:実績 

下段:達成率 

※施設の効率性：木質チップ販売量㎥/事業完了時の事業費 39,999 千円 
 
 


